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1990）。以後、富士相模川泥流のことを富士相模川ラ
ハール、略して FSLと呼称する。神奈川県相模原市
周辺に分布する FSL堆積物については、上述の相模
原市教育委員会（1990）によって詳細な調査がなされ、
相模原市域にまでおよぶ大規模なラハールの流下が少
なくとも 3回発生したとされている。一方、大月より
上流側の相模川上流域においては、相模原市教育委員
会（1990）、山縣ほか（2005）などによる報告はある
ものの、FSLの詳細かつ包括的な記載はなされている
とは言い難い。また富士山では約 3,000 年前に山体崩
壊および岩屑なだれに起因する御殿場泥流が富士山南
東部で発生し、駿河湾および相模湾まで流下している
ことなどを考慮すると（例えば、宮地ほか，2004）、
相模川上流域において FSL堆積物を改めて記載し、
その全容に少しでも近づくことは十分な意義がある。

１　はじめに
ラハール（火山泥流）とは、火山周辺で発生する、
火山砕屑物と水の混合物の急速な流動現象の総称であ
る（例えば、Smith and Fritz，1989）。ラハールは河
川沿いに数 10～ 100 km以上も流下し（例えば、
Capra and Macías, 2002）、また場合によっては火山
噴火後数 100年間繰り返し発生することもある（例え
ば、宮地ほか，2004）。日本最高峰である富士山から
も過去に幾度もラハールが流下し、古富士泥流などと
して知られている（例えば、津屋，1940）。約 2.2 万
年前に富士山北麓から相模川（桂川）を流下したとさ
れるラハールは富士相模川泥流と呼ばれ（相模原市地
形・地質調査会，1986）、現在の富士山頂から約 90 
km下流に位置する座間市付近まで、ラハール堆積物
の露頭が点在している（例えば、相模原市教育委員会，

図１．相模川およびFSL堆積物の分布。FSL 堆積物の分布は相模原市教育委員会（1990）に基づく。基図に国土地理院『地
　　   理院地図』（https:// maps.gsi.go.jp/）を使用。
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相模川は山梨県内では桂川と呼ばれており、本報告で
は露頭記載など局所的な記述では桂川、広域的な記述
では相模川を用いる。また源流部から大月市内の笹子
川との合流点までを相模川上流部、笹子川合流点から
関東山地と関東平野の境界（津久井ダム付近）までを
相模川中流部、津久井ダムより下流側を相模川下流部
とする。本報告の研究対象である相模川上流部におい
ては、源流部に富士山の玄武岩質溶岩が、富士吉田－

本報告では、相模川上流域でのいくつかの露頭記載の
結果を紹介し、それを基に相模川上流域における FSL
堆積物の層相と分布について再検討を行った。

２　地域概要
相模川は富士山を源流とし、山梨県東部（山中湖）
から神奈川県中部にかけて丹沢山地北縁～東縁を時計
回りに流下し、関東平野南西部から相模湾に注ぐ（図1）。

図 2．相模川上流域における調査地域。FSL 堆積物およびその上位の溶岩の分布は、調査結果に加え相模原市教育委員会
　　  （1990）および高田ほか（2016）を参考に作成。基図に国土地理院『地理院地図』（https://maps.gsi.go.jp/）を使用。



相模川（桂川）上流域における富士相模川ラハール堆積物の層相と分布 11

大月間の桂川谷を挟む丹沢山地（道志山塊）と御坂山地
には、中部中新統西八代層群相当層の凝灰岩や凝灰角礫
岩、玄武岩－安山岩－デイサイトが広く分布し、一部に
上部中新統富士川層群相当層の礫岩、砂岩および頁岩、
その他に中～後期中新世の石英閃緑岩やトーナル岩など
の深成岩類が分布する（例えば、尾崎ほか，2002）。
富士相模川ラハール堆積物は相模川上流部の西桂町か
ら、現在の富士山頂より約 90 km下流に位置する座間
市付近にかけて報告されている（例えば、貝塚・森山，
1969；相模原市教育委員会，1990）。古くから相模川沿
いでは通常の河川堆積物とは様相の異なる泥流堆積物の
存在が知られており（例えば、平林，1899）、花井（1927）
は相模川上流域から中流域にかけて、ラハール堆積物を
玄武岩の角礫やスコリアに富む固結した火山砂礫層と記
載し、泥流堆積物である可能性に触れている。津屋（1940）
によって古富士火山が提唱されて以降、相模川沿いのラ
ハール堆積物は古富士泥流堆積物のひとつと認識される
ようになり、その後富士山起源の泥流堆積物の中でも、
相模川沿いの段丘構成層の直上に分布する古富士泥流堆
積物のことを、特に富士相模川泥流堆積物（相模原市地
形・地質調査会，1986）と呼ぶようになった。

FSLの流下年代については、以下のような測定及び推
定がなされている。相模原市教育委員会（1990）は、中
央自動車道都留インターチェンジ近くの桂川および支流
の大幡川沿いに露出した FSL堆積物直下の堆積物中に
含まれる木片の放射性炭素年代を 4点測定し、うち 3点
から 15,330± 200 yBP、17,510± 320 yBP、18,360±
1040 yBPという値を得ている。ただし、これらは同位
体分別補正および暦年較正を施されていない。一方、相
模原市内の陽

みなはら

原段丘面上に位置し、FSL堆積物のほぼ直
上に住居状遺構が見られる田名向原遺跡から出土した炭

化物からは、17,650± 60 yBP、17,630± 50 yBPとい
うAMS年代（同位体分別補正済）が得られている（辻・
津村，2004）。町田（2009a）は暦年較正プログラム
Calib04を用いてこれらの年代値を暦年較正し、2.10～
2.07万年前（1950年を基準とする）という値を得ている。
さらに町田（2009b）では、相模原市教育委員会（1990）
による上述の未較正年代値や相模川沿いの河成段丘と氷
期－間氷期サイクルの関係も参考にしつつ、FSLの流下
年代を最終氷期極相期に近い 22,000年前頃と見積もっ
ている。近年、山元ほか（2007）や高田ほか（2016）
により、富士山の溶岩流や噴出物の層序が再検討され、
約 10万年前から 1.7万年前は星山期、1.7万年前から
8,000年前は富士宮期、8,000年前から現在までは須走
期と定義された。FSLは星山期に発生したことになる。
相模川中流域から下流域にかけての FSL堆積物に
ついては、相模原市地形・地質調査会（1986）およ
び相模原市教育委員会（1990）によって詳細な調査
がなされており、相模川下流域にまで到達する大規模
なラハールの流下が少なくとも 3回発生したことが推
定されている。一方相模川上流部でも富士山麓に近い
一帯では、FSL堆積物はより新しい猿橋溶岩やそれを
覆 う 桂 溶 岩（11.1 ～ 10.6 cal kaBP： 高 田 ほ か，
2016）に完全に覆われ、FSL堆積物は西桂町付近よ
り下流側において、桂川谷の北側を流れる支流
（柄

しゃくながれ

杓流川）沿いに露出するようになる（図 2）。従来
は柄杓流川右岸の太郎・次郎滝から 0.5 km程上流（図
2地点 D付近）が FSL堆積物露出地点最上流部とさ
れてきたが（相模原市教育委員会，1990；町田，
2009bなど）、今回の一連の調査で太郎・次郎滝から
約 1.7 km上流に位置する天の滝まで同様の堆積物の
露頭が点在していることが確認された（図 2、図 3a）。

図3．柄杓流川と桂川で確認されているラハール堆積物の露頭。(a) 柄杓流川，天の滝における中礫層と桂溶岩の累重、(b) 
　　  田原の滝直下の桂川谷壁における巨礫層。
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桂川本流沿いでは、後述のように柄杓流川との合流点か
ら約 500 m上流の田原の滝直下が FSL堆積物露出地
点最上流部となると推定される（図 3b）。桂川と柄杓流
川の合流点より下流側でも、国道や富士急行線が通る
幅 1 km程度の桂川谷の底は猿橋溶岩に覆われ、FSL
堆積物を観察できるのは高さ20 m前後の桂川の現流路
沿いの谷壁に限られる。ただし近年では、桂川の現流路
沿いの谷壁でも多くの部分がコンクリート製擁壁や植生
に覆われている。リニア実験線が桂川谷を横切る都留市
大原地区やその下流の田野倉地区に到ると、猿橋溶岩
は桂川谷の谷底のうち一部のみを覆うようになる（相模
原市教育委員会，1990；高田ほか，2016）。また FSL
堆積物が作る地形面と猿橋溶岩が作る地形面の高度に
は、大原地区ではほとんど差がないが、下流に向かって
猿橋溶岩が作る地形面が低くなり、猿橋に至ると両者の
高度差は 30 m近くになる。すなわち大原地区より下流
側では、FSL堆積物は高位の地形面として桂川谷の谷
底に広く分布するようになるが、地形面上の都市化のた
め、FSL堆積物を観察できるのは、やはり主に桂川現
流路沿いの谷壁に限られる。 

3　相模川上流域でのFSL 堆積物と上下の堆積物の特徴
以下に 2024年末時点で FSL堆積物の露出が良好な

4地点（図 2）の露頭観察結果を紹介する。最も下流側
に位置する桂川大橋周辺の露頭は、相模川上流域の
FSL堆積物を理解する上で重要な露頭であるので、(A)
桂川大橋周辺、(B)田野倉、(C)谷

やむら

村、(D)東桂の順に
下流側から紹介する。
（A）桂川大橋周辺（地点A）
岩相記載　桂川と笹子川の合流点から約 1.5 km上流、
大月駅と富士急行線田野倉駅のほぼ中間に位置する桂
川大橋下流側右岸の谷壁は（図 4a）、相模原市教育委
員会（1990）などでも紹介されてきた。ここでは大月都
留広域事務組合の廃棄物処理施設の西側に位置する崖
（図 4b）と、東側に位置する崖（図 4c）で、露頭上部
に露出する岩種が異なる。まず両方の露頭共通で、谷
壁最下部には高さ7 mほどのコンクリート製擁壁が設け
られ、擁壁より上には厚さ10～ 11 mの巨礫層が見ら
れる。巨礫層の上には、西側の崖では厚さ約 7 mの猿
橋溶岩が、東側の崖では厚さ約 15 mの中礫層が、そ
れぞれ載る。 
【大礫層】2019年の令和元年台風第 19号の通過時
に生じた桂川の出水により、廃棄物処理施設から西側の
崖の下部を覆うコンクリート製の擁壁が崩落し、擁壁に

覆われていた部分に、巨礫を多く含み斜交層理の発達し
た大礫層が存在することが明らかになった（図 4b、
4d）。大礫及び巨礫の大多数は亜円礫～円礫であり、巨
礫の径は 1 m近いものが比較的多く、最大で約 2 mで
ある。巨礫～大礫は主に凝灰岩礫からなり、玄武岩礫、
砂岩礫、頁岩礫、深成岩礫も見られる。これらの礫間を
充填している基質は中粒砂主体であり、巨礫に富む部分
では礫支持、巨礫の少ない部分では基質支持である。
【巨礫層】擁壁の直上に露出する巨礫層の表面は大部
分が植生に覆われており、全体を間近に観察することは
難しいが、巨礫層最下部については廃棄物処理施設西
側の崖の擁壁の直上で、最上部については廃棄物処理
施設東側の段丘崖の麓で、それぞれ観察可能である。
巨礫層の大部分は玄武岩の巨礫～中礫で構成され、大
部分は無構造である。まれに斜交層理を呈するレンズ状
の細礫～砂層が挟まれる。径 50～ 20 cm程度の巨礫
～大礫と、径 5～ 3 cmの中礫を主体とし、しばしば径
50 cm以上の巨礫を含む。礫支持であり、基質はやや
泥質な中礫～中粒砂であり淘汰は悪い。礫は主に暗灰
色～黒色の玄武岩礫からなるが、基盤である新第三系
の凝灰岩礫も比較的よく含まれ、特に最下部の中礫では
凝灰岩礫が卓越する。他には深成岩礫や頁岩礫が少量
含まれる。玄武岩礫は斑晶鉱物が小さく多孔質なものが
目立つ。斑晶鉱物が 2 mmより小さい玄武岩は古富士火
山噴出物の特徴であり（例えば、高田ほか，2016）、こ
れらの玄武岩礫は古富士火山の溶岩起源と推定される。
礫の形状は亜角礫から円礫であるが、この地域の基盤岩
である凝灰岩礫は亜角礫が比較的多い（図 4e）。巨礫層
最上部では南西に傾くインブリケーションを示す、すなわ
ち南西から北東へ向かう古流向を示す巨礫が顕著に認め
られ（図 4f）、また長軸の向き（オリエンテーション）
が流向に直交する北西－南東方向を示す巨礫が多い。
【巨礫層－中礫層間の細礫層】廃棄物処理施設東側
の崖では、巨礫層とその上に載る中礫層の間に、厚さ約
0.3～ 0.6 mの大礫～中礫混じりの細礫層が挟まれてい
る（図 4f）。細礫層の下部は下位の巨礫層の凹部を埋
めるように分布している。細礫層主部は平行層理や緩や
かな斜交層理を呈し、含まれる大礫～中礫のインブリケ
ーションは南西から北東へ向かう古流向を示す。しばし
ば細長い形状の巨礫を含み、そのオリエンテーションは
北西－南東を示し、インブリケーションの方位と直交す
る。基質は粗粒～中粒砂であり、他の部分と比較すると
固結度が弱く、この部分がえぐれている。
【中礫層】廃棄物処理施設東側の崖上部に露出する中
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礫層の厚さは約 15 mであり、スコリア層と思われる厚さ
数 10 cmの黒色の薄層によって 3つ以上のユニットに分
かれる（図 4c）。桂川現流路の谷壁沿いでは中礫層へ
のアプローチは困難であるが、廃棄物処理施設南東側
の段丘崖で、中礫層最下部と最上部を間近で観察でき
る。最下部と最上部のユニット共に、径 3～ 1 cm程度
の玄武岩質の亜円礫が主体であり、中礫層最下部をは
じめ、ところどころに大礫も含まれる。基質は泥質な極
粗粒～中粒砂であり、最上部は泥分を比較的多く含む。

また最上部のユニットには玄武岩礫のほか、径 5 cm 近
い新第三系凝灰岩の亜角礫が多数含まれる。各ユニット
内部は無構造である。
解釈　【大礫層】擁壁に隠されている巨礫混じりの大礫層
は、斜交層理が発達し（図 4b、4d）、掃流の影響を示す
ため、通常河川堆積物と解釈される。玄武岩礫も認めら
れるものの、礫の大部分は周辺の基盤岩である凝灰岩礫
であり、FSL発生前の桂川の河床堆積物と判断される。
【巨礫層】擁壁の直上に露出する巨礫層は、従来は

図 4．地点 Aにおけるラハール堆積物。(a) 写真 (b) ～ (f) の位置図（国土地理院『地理院地図』を使用、矢印は撮影方
　　  向を表す、以下同様）、(b) 桂川沿い西側露頭、(c) 桂川沿い東側露頭、(d) 擁壁に隠されていた河川堆積物、(e) 巨
　　  礫層最下部、(f) 巨礫層最上部。
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通常河川堆積物と考えられてきた（例えば、相模原市
教育委員会，1990）。しかし無構造かつ淘汰が悪いと
いう特徴は、水と堆積粒子が集合状態で移動する土石
流堆積物の典型的な特徴である（例えば、南ほか，
2015）。さらに古富士火山起源と思われる玄武岩礫を
主体とする点、桂川谷に沿って分布している点から、
この堆積物はラハール堆積物と判断される。細粒の火
山噴出物を多く含有する堆積物は通常河川堆積物より
強く固結することが多く、地点 Aにおいても桂川現
流路沿いの谷壁において通常河川堆積物の分布範囲に
相当する水面からの高度 7 mまでがコンクリート製擁
壁に覆われているのは、ラハール堆積物である巨礫層
よりその下位の大礫層（通常河川堆積物）が崩壊しや
すいためと考えられる。なお最上部の巨礫のオリエン
テーションからは巨礫が掃流により転動したと推定さ
れるが、これについては後述する。
【巨礫層－中礫層間の細礫層】廃棄物処理施設東側
の崖に露出する、大礫～中礫混じりの細礫層は、平行
層理や緩やかな斜交層理を呈する点、大礫のオリエン
テーションがインブリケーションの方位と直交する北
西－南東を示し、大礫が転動しながら堆積したことを
示唆する点から、下位の巨礫層とは異なり掃流の影響
を受けつつ堆積した通常河川堆積物と判断される。た
だし巨礫層下位の大礫層と異なり、この細礫層は古富
士火山起源と思われる玄武岩礫を主体とするため、ラ
ハール堆積物の一部とみなせる。細礫層の下部は下位
の巨礫層の凹部を埋めるように分布している点、下位
の巨礫層最上部の巨礫のオリエンテーションからは巨
礫が最終的に転動したと推定される点から、土石流堆
積物である巨礫層の堆積後に水流が巨礫層最上部の基
質を洗い流し、巨礫層最上部の巨礫～大礫が短い距離
を転動したのちに、細礫層が堆積したと考えられる。
桂川現流路沿いの崖では、この細礫層は確認できず、
上位の中礫層の堆積時に削剥された可能性がある。
【中礫層】廃棄物処理施設東側の崖上部に露出する
中礫層は従来から FSL堆積物とされている（例えば、
相模原市教育委員会，1990）。この中礫層は亜円礫が
主体で淘汰が悪い無構造礫層であり、巨礫層と同様に
集合状態で移動・堆積したと考えられる。さらに礫お
よび基質ともに主に玄武岩質溶岩やスコリアからなる
ためラハール堆積物と考えられ、従来の対比は妥当と
判断される。一方西側の崖上部に露出する厚さ約 7 m
の猿橋溶岩は、相模原市教育委員会（1990）等にも
示されている通り、FSL堆積物の地形面（ⅢM面）が

下刻された後に形成された低位段丘面を覆っていると
考えられる。
（B）田野倉（地点B）
岩相記載　富士急行線田野倉駅から北西にあたる桂川
現流路沿い（図 5a）では、幅 50～ 100 mほどの河
原の右岸と左岸で谷壁に露出する岩種が異なる。右岸
では高さ 3 m程度の擁壁の上に巨礫や中礫を含む大礫
層が約 2 m厚露出し、その上を猿橋溶岩が覆う（図
5b）。一方、左岸には擁壁はなく、桂川の河原から約
8 mの高さまで巨礫層が露出し、その上に厚さ約 7 m
の中礫層が分布する。
【大礫層】右岸に露出する大礫層の表面は風化が進
み堆積構造は不明だが、現在の桂川と同じく南から北
への流向を示すインブリケーションが発達する。礫種
はやや青みがかった凝灰岩礫が半分以上を占め、その
他に礫岩～砂岩礫、古富士火山由来と思われる暗灰色
の玄武岩礫、頁岩礫、石英閃緑岩などの深成岩礫も見
られる。暗灰色の玄武岩礫より色味がやや薄く、緻密
な火山岩礫も見られるが、これらはしばしば二次的に
晶出した鉱物が火山岩中の気泡を充填した杏

きょうにん

仁状組
織を有している。杏仁状組織は海底に噴出した溶岩特
有とされているので、これらの緻密な火山岩礫は富士
山の溶岩ではなく、南部フォッサマグナの海底火山起
源の火山岩と推定される。礫支持であり、基質はやや
泥質な細礫～中粒砂である。
【巨礫層】左岸に露出する巨礫層の礫は径 50 cmを
超えるものが多く、最大で径 2 m程度である。巨礫層
は以下に示す 3つのユニットに分けられる。河原から
3 m弱の高さまで、径 50 cmを超える巨礫に富む礫
支持、無構造のユニットが存在し、しばしば現在の桂
川と同じく北向きの古流向を示すインブリケーション
が観察される。その上に厚さ 2 m強の、緩くうねった
平行層理や南側に緩く傾斜した斜交層理が発達する中
礫～粗粒砂からなるユニットが載る（図 5c）。ユニッ
ト内ではこれらの層理に沿って、大礫や巨礫が連なっ
ている。南方向へ傾斜した斜交層理は、礫のインブリ
ケーションが示す古流向が北向きであるということか
ら、強い水流下で上流方向に移動するアンチデューン
（反砂堆）の堆積構造と考えられる（図 5c）。その上
に巨礫や大礫に富む無構造のユニットが載る。このユ
ニットが巨礫層の最上部であり、上位の中礫層に部分
的に削剥され、厚さは 4～ 2 mと変化する。以上 3
つのユニット共通の特徴として、巨礫～大礫のほとん
どが、暗灰色～黒色を呈し、斑晶が小さな玄武岩礫か
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らなる。また多孔質なものが目立ち、地点 Aの巨礫
層と共通の特徴をもつ。新第三系の青みがかった凝灰
岩礫と白色の石英閃緑岩～トーナル岩礫も比較的よく
見られる。中礫では古富士起源の玄武岩礫と凝灰岩礫
が共に多く見られる。礫の形状としては、玄武岩礫は
亜円礫、凝灰岩礫は亜角～亜円礫、石英閃緑岩～トー
ナル岩礫は円礫が多い。基質はやや泥質な細礫～中粒
砂だが、層理の発達したユニットでは泥分はほとんど
含まれない。この層理の発達したユニットは地点 A

では観察できなかったものの、地点 Bから約 2 km上
流側に位置する大原地区南部の桂川現流路の左岸にお
いて観察できる。 
【巨礫層－中礫層間のスコリア層】巨礫層の上には厚
さ約 40 cmの砂粒子サイズの黒色のスコリア層が載
る。スコリア層は径2～1 cmの中礫の薄層を数枚挟む。
これらの中礫は南に傾くインブリケーションを示す。
【中礫層】スコリア層の上には中礫層が載る。南北
に延びる桂川現流路の谷壁沿いでは、この中礫層は 5

図5．地点Bにおけるラハール堆積物。(a) 写真 (b) ～ (f) の位置図、(b) 通常河川堆積物、(c) 巨礫層上部に見られるアンチデュー
　　  ン、(d) 中礫層に発達する地すべり、(e) 下流側で確認できる新第三系凝灰岩、通常河川堆積物、巨礫層、猿橋溶岩の累重、
　　  (f) 河川堆積物と巨礫層の境界部。
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つのユニットからなり、波打った基底部が下位のスコ
リア層と巨礫層最上部のユニットを部分的に削剥して
いるように見える（図 5c）。ところが谷壁に刻まれた
沢沿いの東西方向の断面で中礫層を観察すると、中礫
層の中上部が桂川現流路に向かってすべり落ちている
のが認められる（図 5d）。すべり面で接しているユニ
ット同士は別個のユニットと考えられるので、中礫層
は少なくとも 7つのユニットからなり、中礫層の本来
の厚さは 11 m以上であったと推定される（図 6a）。
つまり桂川現流路の谷壁沿いで見られた中礫層の基底
部は、実はすべり落ちてきた中礫層中部と考えられる。
下位から 2番目のユニットのみ砂サイズのスコリアか
らなり、大部分は無構造で一部トラフ型斜交層理が認
められる。他のユニットは径 3～ 1 cm程度のスコリ
アや溶岩片を主体とし、大部分は無構造だが、ところ
どころに中礫～細礫からなるかすかな平行層理が見ら

れる。ところどころに径 20～ 10 cm程度の亜角状～
亜円状の大礫を含む。基質はスコリア質の細礫～中粒
砂であり、やや泥質である。中礫層内のユニットを分
けるスコリア層は、厚さ数 10 cmの赤褐色を呈する
風化したスコリア層である。また部分的に径 5 cm程
度の角礫を含む。
解釈　【大礫層】右岸に露出する巨礫を含む大礫層に
含まれる礫の大部分は、凝灰岩、礫岩～砂岩、石英閃
緑岩など、周辺の新第三系に由来する礫である。した
がってこの大礫層はラハール堆積物ではなく通常河川
堆積物と判断される。地点 B下流側の、河原がなく
なり狭い峡谷に移り変わる地点の右岸では、下位から
通常河川堆積物、左岸で見られる巨礫層、猿橋溶岩が
累重するのが観察され（図 5e、5f）、通常河川堆積物
が地点 A同様に FSL発生前の桂川の河床礫であるこ
とを示している。

図 6．地点 B，Dにおけるラハール堆積物の柱状図。
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【巨礫層】左岸に露出する巨礫層は大部分が無構造で
あり、古富士起源の玄武岩礫に富むことから、ラハール
堆積物と判断される。巨礫層中の一部では層理が発達
し、アンチデューンによる斜交層理や緩くうねった層理
がみられる。緩くうねった層理も、アンチデューン内部
の堆積構造である HCS mimic（例えば、Rust and 
Gibling, 1990）と推定される。このユニットは掃流によ
り形成されているが、古富士起源の礫を主体とする点は
共通しており、他の部分同様にラハール堆積物の一部と
解釈される。
【巨礫層－中礫層間のスコリア層】巨礫層と中礫層の
間に挟まるスコリア層は、粒子が黒色を保ち風化してい
ない点、また含まれる中礫がインブリケーションを示す
点から、巨礫層堆積直後、桂川の河道内で堆積したと
推定される。
【中礫層】中礫層は地点 Bの右岸では地形面として
の広がりは持たないため、相模原市教育委員会（1990）
などでは FSL堆積物として記載されていなかったが、
基本的に無構造である点、富士山起源のスコリアと溶
岩片からなる点から、FSL堆積物と判断される。中礫
層のユニット間のスコリア層は風化しており降下スコ

リアと考えられ、中礫層は当時の河道より高所で堆積
したと考えられる。
（C）谷村（地点C）
岩相記載　大原地区南西端から柄杓流川との合流点に
かけては、桂川現流路の谷壁の大部分は擁壁に覆われ
ているが（図 2）、富士急行線谷村町駅西側に架かる
城南橋下流左岸の谷壁下部で（図 7a、7b）、巨礫層と
中礫層の境界部を観察できる。
【巨礫層】河床から高さ 2 mまでは巨礫～大礫サイ
ズの角礫～亜円礫からなる無構造巨礫層が露出する
（図 7c、7d）。礫の大部分は暗灰色～黒色、多孔質な
玄武岩が目立つため、古富士起源の溶岩と判断される。
やや青みがかった新第三系凝灰岩礫も比較的多く認め
られる。
【巨礫層－中礫層間の砂層】巨礫層の上には、中礫
層を繰り返し挟む砂層が載る。全体の厚さは 1.5 mで
あり、下部では中礫層が優勢で中礫層の厚さは 10 cm
程度、砂層の厚さは数 cmであるが、上方に向かうに
つれて礫層は薄層化、細粒化し、上部の厚さ約 0.5 m
では中礫混じりの砂層となる。中礫の径は上位に向か
って径 3 cm程度から 1 cm程度に大きさを減じる。

図 7．地点 Cにおけるラハール堆積物。(a) 写真 (b) ～ (d) の位置図、(b) 桂川左岸に露出する巨礫層および中礫層、(c) 
　　   巨礫層と中礫層の境界部分、(d) 巨礫層と中礫層の境界部分に見られる堆積構造。
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ところどころに径 10 cm弱の大礫を含む（図 7d）。上
部の砂層には平行層理、また部分的に斜交層理が見ら
れるが、下部～中部では砂層、礫層ともに内部構造が
認められない。
【中礫層】砂層の上に載る厚さ 10 m以上の中礫層を
間近で観察することはできなかったが、全体的に無構
造であり、厚さ 3 m程の 3つ以上のユニットが認め
られる。桂川の流路脇に落下している中礫層のブロッ
ク（図 7b）を観察すると、径 3～ 2 cmの中礫を主体
とした礫支持であり、径 20～ 10 cmの大礫が散在す
る。また大礫が集中する層準がある。中礫、大礫共に
亜円礫主体であり、大部分が暗灰色～黒色で多孔質な
玄武岩が目立ち、古富士起源の溶岩礫と判断される。
大礫には基盤岩である新第三系の凝灰岩の亜角礫も比
較的多く含まれる。ユニットを隔てる境界部は、平行
葉理を呈するスコリア層である。
解釈　【巨礫層】河床付近の巨礫層は無構造で古富士
火山の溶岩に富み、地点 A、Bでも認められた土石流
状のラハール堆積物と判断される。
【巨礫層－中礫層間の砂層】下部の砂層と礫層の繰
り返しには内部構造が認められない点、outsized clast
に相当する大礫が混じっている点から、通常の水流で
ある掃流と土石流の中間的な状態とされるハイパーコ
ンセントレイテッド流堆積物（例えば、Smith, 1987；
片岡・中条，2000）である可能性がある。上部の中
礫混じりの砂層には、平行層理や斜交層理が見られる
ため、掃流の影響下で形成されたと考えられる。また
地点 Aと同じく、巨礫層と中礫層の間は崖の凹んだ
部分となっており（図 7c）、上下の礫層と比較して固
結度が弱いと考えられる。
【中礫層】本地点の地形面は従来から FSLの堆積面
とされており（相模原市教育委員会，1990）、すなわ
ち地形面を構成している中礫層は FSL堆積物と認定
されている。中礫層は無構造であり古富士起源の溶岩
の亜円礫からなるので、この認定は妥当と判断される。
（D）東桂（地点D）
岩相記載　富士急行線東桂駅のほぼ真北、柄杓流川右
岸の太郎・次郎滝および、その 0.5 km程上流に位置
するわさび園・養鱒場へと下る柄杓流川右岸の林道沿
いは（図 8a）、相模原市教育委員会（1990）や町田
（2009b）などで FSL堆積物露出地点最上流部とされ
てきた。
【巨礫層】太郎・次郎滝周辺の高さ 20 m近い谷壁の
最下部には、水面から約 3 mの高さまで巨礫層が見ら

れ、その上に中礫層が重なる（図 8b）。巨礫層は無構
造の巨礫～大礫からなり、平行層理の発達した厚さ
20 cm程度のスコリア層を挟んで 2つのユニットが認
められるが、場所によっては最上位のユニットが下位
のユニットの上部まで削剥している（図 8b）。最上位
のユニットは正級化を示し、上半部の大部分は中礫か
らなる。巨礫および大礫は径 60～ 10 cm程度の亜角
～亜円礫を主体とする。これらの巨礫～大礫はほぼ全
てが暗灰色～黒色で多孔質なものが目立つ古富士起源
溶岩の礫であり、基質は玄武岩質の溶岩片やスコリア
の中礫～細礫である。
【巨礫層－中礫層間の互層】巨礫層の直上には厚さ
約 1 mの、中礫層と砂層の互層が載る。中礫層及び砂
層個々の層の厚さは概ね 10 cm以下であり、中礫の
径は 3～ 1 cmである。下部の厚さ約 15 cmの中礫層
には斜交層理、また砂層には平行層理が認められる（図
8c）。中礫の大部分は玄武岩質溶岩である。上下の巨
礫層、中礫層に比較するとやや固結が弱い。
【中礫層】太郎・次郎滝周辺では巨礫層の上位に位
置する中礫層を詳細に観察することは難しいが、約
0.5 km上流の柄杓流川右岸の林道沿いで、中礫層を
間近に観察することができる（図 8a、8d）。露頭最下
部には中礫層と砂層の互層が見られる。この互層の層
厚は約 1 mであり、太郎・次郎滝において巨礫層直上
に載る互層に対比されると推定される。互層の上には
全体の層厚が約 11 mの中礫層が載る。中礫層の大部
分は無構造、主に径 5～ 3 cmほどの玄武岩質溶岩の
中礫からなる。この中礫層にはところどころ、径 1 
cm程度の細かな中礫からなり、平行層理や斜交層理
を呈する厚さ数 10 cmの中礫層（図 8e）や、厚さ数
10 cmのシルト層、チャネル状の侵食面（図 8f）が挟
まれ、これらにより少なくとも 6つのユニットに区分
することができる（図 6b）。各ユニットの厚さは概ね
1～ 2 mである。下位のユニットには、部分的に大礫
や巨礫が濃集する部分がある。 
【シルト層】　中礫層の上には層厚約 6 mのシルト層
が載る。シルト層上部には、厚さ数 10 cmの中礫層
が複数枚挟まれる。この中礫層は主に周辺の基盤岩で
ある凝灰岩礫からなる。シルト層の上には地点 D周
辺まで流下した桂溶岩が載る。
解釈　【巨礫層】　巨礫層は無構造であり、巨礫～大礫
のほぼ全てが古富士起源溶岩、基質は玄武岩質の溶岩
片やスコリアの中礫～細礫からなるため、ラハール堆
積物と判断される。
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【巨礫層－中礫層間の互層】　巨礫層と中礫層の間の
互層は平行層理や斜交層理を有するので、掃流により
形成された堆積物と判断される。上下の巨礫層や中礫
層と比較すると固結がやや弱いが、含有される中礫は
玄武岩質溶岩を主体としているので、ラハール堆積物
の一部としての通常河川堆積物と推測される。
【中礫層】　中礫層は無構造で玄武岩礫を主体とし、
既存の報告（相模原市教育委員会，1990；町田，
2009b）の通り FSL堆積物と判断される。

【シルト層】　シルトは通常の川の流れでは堆積しな
いため、FSL堆積物上に形成された堰き止め湖などの
静水域が存在したことを示す。この静水域は通常時に
はシルトの堆積により、また周辺からの突発的な礫の
流入により埋積されていったことを示唆する。

4　相模川上流域に分布するラハール巨礫層の由来と分布
地点 A～ Dでの記載から、相模川上流域において
は従来から FSL堆積物とされてきた無構造の玄武岩

図 8．地点Dにおけるラハール堆積物。(a) 写真 (b) ～ (d) の位置図、(b) 柄杓流川右岸に露出する巨礫層および中礫層、(c) 
　　　巨礫層と中礫層の境界部分、(d) 柄杓流川右岸の林道沿いに露出する中礫層、(e) ユニット境界（平行層理中礫層）、(f) 
　　　ユニット境界（侵食面）。
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質中礫層の直下に、ラハール堆積物と解釈される無構
造の玄武岩の巨礫層が存在していることが明らかとな
った。本報告で紹介した 4地点だけでなく、中礫層の
下限が認められる露頭のほとんどで、その下位に直接、
または 2 m厚ほどの古富士火山の噴出物に富むハイパ
ーコンセントレイテッド流～通常河川堆積物を挟ん
で、無構造玄武岩質巨礫層が認められている。現時点
ではこの巨礫層が中礫層と同じく FSL堆積物なのか、
それとも別個のラハール堆積物なのかは明らかではな
い。しかし上述のように相模川上流部では中礫層の下
位に必ず巨礫層が存在していること、また両者の間に
通常河川層が挟まる場合でも、その堆積物には古富士
火山噴出物の含有量が多く、ラハールイベントが継続
中と見做せることを考慮すると、この巨礫層も一連の
FSL流下イベントの産物である可能性が高い。さらに
相模川沿いに神奈川県中央部まで大量の中礫を流下さ
せた FSLの規模を考慮すると、相模川上流域では FSL
が大量の巨礫を流下・堆積させたことはむしろ自然で
あろう。これらを考慮すると、中礫層直下の巨礫層は、
FSL堆積物下部に相当し、相模川上流部から下流部に
かけて分布する富士山起源の玄武岩礫からなる無構造
の中礫層は FSL堆積物上部、今回相模川上流部で確認
された FSL堆積物上部中礫層の直下に存在する巨礫層
を FSL堆積物下部とすることが妥当と思われる。
巨礫層は桂川谷内で最も下刻が進んでいる現在の桂
川・柄杓流川河床でも、ほとんどの地点で上部 2 m程
度しか露出していないが、大原付近から下流では上位
6～ 8 mが露出するようになる。地点Bでの観察では、
巨礫層の主部と最上部は土石流堆積物的な層相を示す
が、その間に層理が発達し掃流状態で堆積したユニッ
トを有する。これは巨礫層全体が一気に土石流として
流下したのではなく、少なくとも一度火山噴出物の流
下が減った時期があることを意味している。ラハール
は火山噴火や山体崩壊を契機として発生するが（例え
ば、町田，2009b）、現状では巨礫層の 2/3程度が上
記の現象直後に発生した、いわば初生的なラハールで
あり、巨礫層上部の層理の発達したユニットから中礫
層にかけてはラハール堆積物が再移動・再堆積した可
能性を指摘できる。中礫層は降下スコリアの薄層など
により、下流側の地点 Bで 7つのユニットが認めら
れたので、相模川上流域では巨礫層最上部を加えて、
少なくとも 8回のラハール堆積物の再移動イベントが
発生したと考えられる。
相模川上流域の FSL堆積物露出域において、桂川現

流路は、田原の滝周辺、大原南部（リニア実験線の南
側）、地点 Aの下流側の 3ヶ所で、桂川谷を斜めに横
切っている（図 2）。それらのすべての区間で、無構造
の玄武岩巨礫層が河床沿いに連続的に露出する。すな
わち、幅数 100 m～ 1 km程度の桂川谷の谷底全体を、
FSL堆積物下部巨礫層が覆っていると推定される。こ
の巨礫層は相模川上流域のほとんどで上部の一部分し
か露出していないが、この地域の中では最下流と言え
る地点A付近でも、巨礫層の厚さは約 10 mあるので、
巨礫層は桂川上流域全域にわたって 10 m以上の厚さ
で桂川谷底全域を埋積している可能性が高い。

5　まとめ
以上に示したように、相模川上流域における富士相
模川ラハール（FSL）堆積物は、従来から富士相模川
泥流堆積物として広く認識されている中礫層と、その
直下に存在する土石流堆積物状の巨礫層からなると考
えられる。桂川谷全体に広がる地形面を有する中礫層
はもちろん、巨礫層も桂川谷全体を埋積しており、そ
の厚さはおそらく 10 m以上あるものと思われる。一
方中礫層の厚さは東桂周辺で 10～ 20 m程度、大原
より下流側で 10～ 15 m程度である。以上から富士
相模川ラハールは従来考えられていたより、さらに大
規模な流下現象であったと考えられる。
従来 FSL堆積物中礫層は、主に相模原の河成段丘
上での分布に基づき「3つ以上のユニットからなる」
とされてきたが（例えば、相模原市教育委員会，
1990）、相模川上流域においては、少なくとも 7つの
ユニットが認められた。さらに中礫層と巨礫層の間に
1 m厚程度のハイパーコンセントレイテッド流堆積物
～通常河川堆積物が挟まれ、大原～田野倉においては
巨礫層上部にも通常河川堆積物が挟まれることが確認
された。すなわち現状では、桂川上流部に分布する巨
礫層の下部～中部は山体崩壊や氷河の融解に付随する
巨大土石流のような初生的ラハールイベントの産物で
ある可能性が高いが、巨礫層上部から中礫層にかけて
はラハール堆積物が何回も再移動・再堆積した結果形
成されたものと考えられる。さらに、相模川中流～下
流域において従来から FSL堆積物と認識されていた
無構造の中礫層が、相模川上流域における巨礫層主部
の遠方相にあたるのか、それとも FSL堆積物中礫層
からそのまま連続するのか、といった点については未
だ不明である。 FSL流下イベントの全体像を理解す
るためには、引き続いての調査・検討が必要である。
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